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きょうと元気な地域づくり応援ファンド支援事業
平成22年度　事例集

case
03 「野菜に付加価値をつけて売るとき、何を訴求していく

か。有機野菜の場合、安心・安全、健康・美容という消費
者目線が一般的ですが、僕らは『環境負荷の小さい農業
でなければ、農業自体が成り立たなくなるかもしれない』
という環境意識に訴えました。それが他とは際立って違っ
ていたし、共感した農家さんが集まってくれました」。
　現在、提携農家は京都を中心に関西一円で30件ほど。
卸し先は大型スーパーからこだわりの高級レストランまで
全国に広がっています。

小売のノウハウも提供していきたい
　卸しのスタイルは、生産者から顧客へ坂ノ途中のスタッ
フが集荷配達することを基本に、生産者による直接出荷
や、一旦事業所に集めてトラックに積み替えての小口配送
など、さまざまです。「町なかで有機野菜を買いたい人が
いて、すぐそばで栽培をしている人がいるんだけど、町なか
の人はネット通販で全国から野菜を取り寄せ、作っている
人は売り先がない。そんな矛盾を解消できたら」。
　当初は、カフェの店先を借り、料理に使ってもらいなが
ら販売する形式も取っていました。小売のノウハウができ、
ファンドに採択されたことで、事業所1階に「八百屋」を開
いたのは平成23（2011）年8月のこと。有機農家から直送
の新鮮野菜は、体によくておいしいと人気上 と々か。「小さ
なお子さんを連れたお母さん方に、特に喜んでいただいて
いるようです」。
　こうして今は、卸し、コストをかけず販路を広げるため
のインターネット販売、そして小売が三本柱。「今後は、野
菜市や小売業などで野菜を売りたい人にもノウハウを提供
したい。京都の町のいろいろなところでいい野菜は買えれ
ば楽しいでしょ」とにっこり。

まずは有機野菜の販路を獲得すること
　環境問題や食の安全への関心が深まるとともに、有機
野菜の需要が高まっています。しかし有機農家にとって
は、まだまだ販路が狭く、所得に結びつかないのが現状。
小野邦彦さんはそこに着目し、有機農業に取り組む人々が
ちゃんと「食べていける」だけの販路を獲得すること、そし
て「地域の消費者の理解をより深める」ことを目指し、平
成21（2009）年7月、農業提案型企業 坂ノ途中を設立し
ました。
　起業のきっかけとなったのは、京都大学在学中に、何度
かバックパッカーでアジアを旅し、自然の雄大さに感動し
たこと。「都市生活の中でいかに自然を破壊し、自然を切
り離してきたかを痛感。『自分の身近なところで、自然と人
との結びつきを再提案することはできないだろうか』と考
えるようになりました」。小野さんの実家は農家ではあり
ませんが、両親が栽培した新鮮な野菜を食べて育ったそ
う。「知らず知らず農業を身近なものと感じていたのかも
しれませんね」。
　また小野さんは大学時代、アンティーク着物ブームのさ
きがけとなった着物ショップを運営。経営の経験がありま
した。このことを通して苦手意識を感じたことから、あえ
て、外資系金融機関に就職し、商品開発とマーケティング
を担当。グローバルに活躍するマーケターとしての実績を
積んだ上で起業しました。自らの夢に向かって、着実に歩
んだ小野さんです。

「未来からの前借り、やめませんか」
　起業理念は、『未来からの前借りはやめましょう』。100
年先、200年先も持続していける農業のあり方を提案し続
けています。「化学肥料や農薬に頼る農業では土壌は痩
せ、河川は汚れます。土作り主体でなければ、農業自体が
壊滅の危機にさらされることになると思うのです」。
　ユニークなのは、有機野菜をアピールする、その視点。

キャリアパスが描ける農業のために
「多様な有機農家のスタイルを肯定するためにも、多様な
販路が必要」、と小野さんは言います。確かに、一口に有
機農家と言っても、畑の広さ、設備が整っているどうかも
違い、一般的な野菜を大量に作りたい人、少量多品種で珍
しい野菜にチャレンジしたい人、あるいは伝統野菜を広げ
たい人もいます。「そのような有機農業をやっていきたいと
いう人達を、ふるいにかけることはしたくありません」。
　さらに小野さん達スタッフは、「何を、いつ、どれくらい
作り、どう売るのか」を農家とともに考え、ブランディング
しています。農家を単体として考えるのではなく、提携農
家の間での役割分担、たとえば同じ野菜を時期をずらして
作るということを通して、安定的な供給も実現しました。こ
のように全体をとりまとめながら、個々の農家と顔を合わ
せ、解決するまで相談する姿勢こそが信頼の源。農業を始
めたい人には土地や家屋を探す手伝いもしています。
　これからは、「育ってきた農家のジャンプアップを視野
に入れ、大口の顧客を増やし契約栽培ができるまでにした
い」と小野さん。「有機農法をしていこうとする人が、キャ
リアパスを描けるようにしていきたい。現状だと、目指すべ
きところへ行くまでの道のりが見えないんです。販路がな
いという問題の解決に取り組みながら、将来的には、全体
のキャリアが描けるチームにしていくつもりです」と力強く
話してくれました。
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http://www.on-the-slope.com/
代表：小野邦彦
業種：有機野菜を中心とする流通 ･ 卸 ･ 販売業、新規就

農者支援事業
創業：平成 21（2009）年　設立 : 平成 21（2009）年
住所：〒 601-8437
　　　京都市南区西九条比城町 118-2   
TEL：075-200-9773　FAX：075-200-9774

農林水産物の活用 環境対策


